
-Circular Education-

02単機能な廊下を多機能な『みち』へ
誰もが気軽に立ち寄りやすいシンプルで明快なゾーニング

歩車分離を徹底した安全な動線計画

『みち』がつくる、共育が循環する“楽”校 

とは、教育を「完結するもの」
ではなく、 と捉える考え方です。
子ども・大人・地域・自然がつながり合いながら共に成長する、

を目指します。
木を植え、育て、活用し、そしてまた植えることで続いていく

、子どもたちが学び、大人に成長し、次の世代の子
どもたちと出会い、教え支えていく 、さらに、世
代を超えたコミュニティが生まれ、地域活動が広がることで新
たなコミュニティが育まれていく 。
私たちは山の辺小学校の建替において、

を提案します。

「Circular�Education（共育の循環）」を「新」山の辺小学校で実
現するために、

をつくります。

私たちは「Circular Education( 共育の循環 )」で、
学びが生まれ循環する“楽”校を提案します

歩行者 ( 児童・近隣住民 ) は南西側の校門、車両は南東側の校門と
により し、安心安全な動線計画とします。

体育館北側は体育館の影となるため、あえて建物を設けず、地域住民
やお迎え車両、緊急車両等が使用できる駐車場として整備します。

に通し、 とします。

校舎は とし、正門から見える
“楽” 校を西から東に徐々に低くすること
で、後背の山の稜線が現れ、

配棟計画とします。
天理市を南北に走る日本最古の道である 。その

の起源は、人が暮らしの中で同じ経路を繰り返し歩く
ことで自然に出来た「踏み分け道」だと言われています。『みち』
は、通路機能だけではなく、そこに を生み、暮
らしや文化を育み広げてきました。

『みち』で生まれる子どもたちと地域の出会い
や体験が循環し、天理市の未来をつくります

明快なゾーニングと歩車分離の徹底で、地域に開き安全性に配慮した“楽”校 を計画します

地域特性を理解し、周辺の山並みや近隣に配慮した配棟計画とします

01『みち』の起源-- 古道 山の辺の道 --

周辺の山並みと呼応する低層の配棟計画 まちのスケールに溶け込むファサードデザイン

従来の廊下は通路機能のみであるにもかかわ
らず面積を要していました。本計画では

とし、
と捉え直すことで、

と を実現します。

『みち』には 、時には
広場、時にはギャラリーのように、

します。『みち』は
として人と人を繋ぎ、 として学びが
溢れ、 として予想外の出会いを生む
場となります。『みち』で起こる出会いや体
験が 、そして することで、

が形作られていきます。

03天理市の未来をつくる、変化する『みち』
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【様式６－２①】

計画建物

既存校舎

体育館

■Circular Education による循環

共育の循環

まちの循環

人の循環

樹木の循環

道：人と人、人と自然をつなぐ動線

満ち：学びや交流が満ちていく豊かな空間

未知：予想外の出会いや発見が生まれる余白

従来…単機能な廊下

活動が滲み変化する『みち』

提案…多機能な『みち』

『みち』の定義
私たちが考える

特別教室＋公民館機能の空間を と呼び、普通教室
エリアと分けることで とします。

「まちのアトリエ」は とし、敷地西側に「まち
のアトリエ」＋体育館＋駐車場を合わせた を構成します。

「まちのアトリエ」は、周囲より 、 と
することで、通りからの ます。これにより

となり、 計画とします。
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ギャラリー

広場

『みち』

教室
『みち』

すること
で、建物による近隣住宅へ
の します。

させ、まちのスケール
に馴染む新たな山の辺の風景をつくります。
敷地形状に合わせて させ、グラウン
ドを包み込む柔らかな表情の学び舎とします。

「Circular Education」実現のための提案

効率的で働きやすい職員室とします

ICT教育に対応した学習環境を整備します

地域特性を理解し、周辺の山並みや近隣に配慮した配棟計画とします

インクルーシブな視点で、多様化する子どもたち一人一人の特性に寄り添った教育環
境をつくります

従来の教室サイズ・廊下形状を見直し、多様化する活動を受容できる学びの場をつく
ります

明快なゾーニングと歩車分離の徹底で、地域に開き安全性に配慮した “楽” 校�を計画
します

適切な内装計画で学習しやすい環境を提供します

自然環境を取り入れた、子どもたちの多様な学びを支える外構を計画します

将来の都市計画道路施行や少子化を考慮した減築・転用がフレキシブルな計画とします

天理の自然を活かし、環境学習の場にもなる人にも地球にもやさしい “楽” 校をつくります

Circular�Education�を通じて “楽” 校をみんなでつくります
異なる専門性が結集したチーム体制とします
最適な工程計画で “楽” 校をつくります
事業特有のリスク抽出・分析を行います
天理市産材と市内製造メーカーを活用します
学習環境と地域に配慮した施工計画とします
最高水準の工事監理を確実に実現します

地域開放ゾーンの明確化で安全安心なセキュリティラインを形成します

特別教室機能と公民館機能を併せ持つ「まちのアトリエ」は小学校と地域が日常的
につながる場となります

体育館と「まちのアトリエ」を連携し、避難所＋αのサポートが提供できる計画とします

「木造」により今までにない楽校を実現します
国際的イベント利用の木材を活用し、レガシー継承とこれからの地域の未来をつなぎ
ます
天理市産木を使用し地産地消の計画とします
森林認証材を取得し世界の森林を保護します
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(ライブラリーエリア)

音楽エリア

HWC

EV

EV

男子
WC

男子
WC

事務室
スタジオ

放送室
校長室

職員室
保健室

職員用
更衣室給食室

搬入口

職員用
WC

ごみ庫

男子
WC

男子
WC

機械室

機械室

屋根
吹抜

吹抜

女子
WC

オール
ジェンダー
トイレ

水

手足洗い場 手足洗い場

水

水

水

ビオトープ
防災
倉庫

女子
WC

女子
WC

女子
WC

実験工作
エリア

キッチン
エリア

上足

下足土間エリア

読み聞かせ
エリア

特別
支援
6

相談室

昇降口

特別
支援
7

特別
支援
4

特別
支援
1

特別
支援
2

特別
支援
3

特別
支援
5

6-1 5-1

プレイヤード

だんだんデッキ

だんだんデッキ

1階平面図

2階平面図

DEN

DEN

DEN

DEN

DEN

DEN

DEN

『みち』

天理の山並みを望む

天理の山並みを望む

『みち』
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倉庫
倉庫

多目的エリア

上足

下足

児童出入口

地域出入口

通用口

5・6年生ユニット

管理ゾーン

パーテーションを開け放ち
『みち』で児童が交流する

カーテンでゆるやかに間仕切る

校長室

印刷
コーナー

収納 相談カウンター

執務空間

リフレッシュ
コーナー

■教室と『みち』のイメージ

カーペットスペース
パーテーション

効率的で働きやすい職員室とします

ICT教育に対応した学習環境を整備します

自然環境を取り入れた、子どもたちの多様な学
びを支える外構を計画します

従来の教室サイズ・廊下形状を見直し、多様化
する活動を受容できる学びの場をつくります

クラスごとの個性を表出さ

せ『みち』での交流を活性

化する『クラスワゴン』

インクルーシブな視点で、多様化する子どもたち一人一人の特性に寄り添った教育環境をつくります

『みち』との一体利用による拡張可能な教室空間

児童数は減少傾向であるため、
普通教室のサイズは、従来の
約 9m×7ｍを見直し、児童数
に合った とします。
教室は、面する に対
しパーティションやホワイト
ボードを開け放ち

することで、
を可能とします。

プレイヤードに を設け、
を可能とします。また、２階からの

動線確保で、学年間の交流を促します。
体育館北側に を設置し、

を提供します。

し、校舎のどこにいても学べる ICT
環境の整備を検討します。

を導入し、視覚的にわかりやすく双方向で
学びが深まる授業を でも行えるよう整備します。

４つの教室と『みち』で構成された、児童の活動内容

に合わせて柔軟に変化するユニット
従来の廊下型配置を見直し、

とすることで、
2 方向に拡張できる空間を実現します。

とすることで、
活動内容に応じて

をつくります。

はまとめて配置す
るのではなく、

することで、
学年間の繋がりを持たせる配置
とします。
特別支援教室は

まで、
パーテーションやカーテンの開
閉により、 できる設
えとします。

を職員室と連携の取りやすい昇降口の北側に設け、
とします。

まちのアトリエの北側に犬走りを設け、
します。

相談室はパーテーションで区切ることができ、保護者面談
や職員会議等、 とします。

1 階昇降口横のトイレを
として整備します。「まちのア

トリエ」からもアクセスでき、
をつくります。

『みち』の先に生まれた溜まり場のような空間に、様々な特
徴を持った を計画します。
１つ１つ異なる形状の「DEN スペース」とすることで、子ど
もたちがその時の気分に合わせて するこ
とが可能となります。

柔軟度の高いプランでそれぞれの特性に寄りそう特別

支援教室

別室登校等に対応可能な相談室

みんなが使いやすいオールジェンダー個室トイレ

『みち』の溜まり場空間に設けた、子どもたちに選択の

自由をもたらす「DENスペース」

職員室・印刷室・校長室を
一室に集約し、

とします。
打合せスペースを兼ねた

を設置
し、先生が働きやすい環境
を整えます。

を設置し児童
が相談に来やすい開かれた
職員室とします。

静的

動的
■ボリュームごとに用途変更や減築が可能

【STEP1】【STEP2】【STEP3】

とすることで、少子化による将
来の小学校機能の縮小時に、

合理的な計画とします。
耐震壁を少なくした構造のため、

な計画とします。

将来の小学校機能縮小時に他用途への転用が容易な計画

■都市計画道路に建築しない場合（既存校舎） ■都市計画道路に建築する場合

都市計画道路の着工には、様々な課題を折衝する時間が必要
です。 を取得し、都市計画道路上に建築
することで、 する計画とします。

将来の都市計画道路施行や少子化を考慮した減
築・転用がフレキシブルな計画とします

都市計画道路の着工までの期間を踏まえた、敷地を有効

活用する合理的な計画

教室ごとに備品や学用品を収
納できる を
配置します。

『クラスワゴン』は間仕切とし
て利用できるほか、クラス文
庫や作品展示台として使用す
ることで、

を生みだします。
クラスの個性が『みち』に表
出し、

します。

適切な内装計画で学習しやすい環境を提供します
教室の天井は を採用し、反響を防止します。
拡張利用時も とします。

教室
①

教室
②

『みち』
教室
③

教室
④

【様式６－２②】

■様々なDENスペースの例

■特別支援教室イメージ

・ごろごろスペース ・かいだんスペース ・デッキテラス

■１ユニットの構成

■『クラスワゴン』の使われ方イメージ

■従来の教室サイズ

■教室のイメージ

40人クラスの時
1.57㎡ /人

約７m

約
９
m

約
７
m

約７m

■提案教室サイズ

・教室拡張利用時 ・少人数教室利用時 ・ユニット集会利用時

63㎡
▶ 30人クラスの時

1.63㎡ /人

49㎡

まちの
ギャラリー

一体利用

集団

個人

■ ■
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「まちのアトリエ」（1F）

「まちのアトリエ」（2F）

■



シャッター等で区画シャッター等で区画シャッター等で区画シャッター等で区画シャッター等で区画

学級閉鎖数
約1/3

エコ設備を可視化し環境学習として授業に利用

１階出入口部分 は下足
利用の土間仕上とし、建具を開放する
と となり、

地域住民の憩
いの場となります。
1 階出入口付近の
は、

とし、新たな地域交流のき
っかけを生みます。
1 階 は し利用者が気軽に
本を読める設えとします。また、特別教室の各エリアの
近くには関連書籍を配置して授業に活用できるようにし
ます。
2 階 は既存公民館の

とし、利用形態によって
とします。

２階 と
が して配置することで、

がしやすい計画とします。

木造により し、これは 約
5,600 ㎡の に相当します。
木造により鉄骨造に比べ します。
菜種油を採用した を使用します。

電気ｶﾞｽのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ空調、ﾗｲﾄｼｪﾙﾌ・
昼光利用等の省エネ方策により
ZEB-Ready 取得を実現します。

太陽光発電や床発電パネル等の
することで、 につなげます。

天理の自然を活かし、環境学習の場にもなる人にも地球にもやさしい“楽”校をつくります

地域開放ゾーンの明確化で安全安心なセキュリ
ティラインを形成します

木造校舎建設により約470ｔのCO2を固定

ｴﾈﾙｷ゙ｰ消費量を50%削減しZEB-Ready取得を実現

特別教室機能と公民館機能を併せ持つ「まちのアトリエ」は小学校と地域が日常的につながる場となります

特別教室は を行える
のような場所と考えます。

、利用者が自由に
使える となる
計画とします。

をつくり、図書機能と公
民館機能を持つ することで、

する場を計画します。
三部制それぞれにおいて「まちのアトリエ」を利用するこ
とで を生みます。

地域住民が誰でも利用できる「まちのアトリエ」は、

新たな交流を自然に生み出す場

地域住民が気軽に “楽” 校を利用したくなる
プランの為、 されます。
本計画の提案が天理市の学校改良工事のモデ
ルケースとなり、「まちのアトリエ」が

それぞれが しあうことに
より、天理 します。

地域住民のつながる場が増え、連携することで生まれ

る天理市全体の活性化

利用者の活動により空間の形態が変わるフレキシブル

な「まちのアトリエ」の各エリア

「まちのアトリエ」用に する
を計画します。断水時の給

水として を採用します。

避難場所として機能する設備の導入

半屋外空間のある「まちのアトリエ」と南側通路にかまど
スツール・マンホールトイレを計画し、

します。

体育館と「まちのアトリエ」を連携し避難所＋αのサポートが提供できる計画とします

「まちのアトリエ」廻りの防災拠点機能集約

地域住民・来客が出入りする
し、 します。

等の大人の目があ
る管理諸室を配置し視認性を高くします。

大人が見守れる安全な施設計画「樹木の循環」を学べるレガシー材の活用

においては、「まちのアトリエ」内を利用する
とし不審者の侵入を防止します。

においては、シャッター等で
し、 します。

地域と学校が共存できる施設計画とセキュリティ

「集中できる」「イライラしない」等 を与えます。
熱伝導率低→断熱性高、調湿性→インフルエンザ抑制、衝撃・
音吸収→体負担軽減・最適残響等の も与えます。
床や内部建具等を し、まちのアトリエの手の触れる
柱や目に入る梁は とします。

「木造」により今までにない“楽”校を実現します

国際的イベント利用の木材を活用し、レガシー
継承とこれからの地域の未来をつなぎます

木造・木質化校舎により人にやさしい木の効果

の理念を伝えるべく、構成企業が参画し
た

を「樹木の循環」の題材となる
よう します。

3000 ㎡以内毎に火熱遮断壁で区画し、
とすることで、防火壁・敷地内通路が不要な

とします。

45分準耐火の分節された低層木造校舎

により、一
般的な木造で必要となる

為、
な計画とします。

木造ラーメン SE 構法により、一般的な
木造の階高 ( 約 3.2ｍ) よりも高い

を実現します。

木造ラーメンSE 構法による自由度の高い空間

経済性を考慮し とします。
教室の必要スパン約 7ｍを確保する為には「特注材」での木架
構が一般的に必要ですが、 にて同断面
の確保ができる市内木材製造工場を本チーム内に加え連携す
ることで、

します。

必要なスパンの確保とコストの経済性の両立

天理市産木を使用し地産地消の計画とします
を , 児童や地域住民が利用する

、地産地消の解説を加えることで、
「まちの循環」を表現して 。

違法伐採材を使用していないという国際基準の
し、持続可能な木材資源の調達とサプ

ライチェーンの透明性を担保します。
します。

森林認証材を使用し世界の森林を保護します

・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・

・

低くなる屋根の空間を活かした
落着きある読み聞かせエリア

多目的エリアの一部として
多用途に利用

ゆったり本を
読める閲覧エリア

畳
エリア

閲覧エリア
（ライブラリーエリア）

多目的エリア

吹抜吹抜

音楽エリア

開放可
開放可

地域イベント（発表会等）
で利用可能

一体化し学童保育で利用

閲覧エリア
（ライブラリーエリア）

多目的エリア

外部と一体的空間
地域住民が気軽に利用

人の監視が
容易な配置

上足

実験工作
エリア

実験工作
エリア

キッチン
エリア

キッチン
エリア

土間エリア土間エリア

まちのひろば
（ライブラリーエリア）

まちのひろば
（ライブラリーエリア）

まちの
ギャラリー

まちの
ギャラリー

特別教室と一体
利用可能な『みち』

人の目に留まる
展示棚

ほこりが出る実験工作
エリアは区画も可能な設え

下足
（土間）

自由に移動
できる
可動本棚

開放可

開放可

開放可
事務室事務室

料理教室や
調理実習等
での一体利用

ビオトープビオトープ

作業
スペース

作業
スペース

食事スペース

催し物イベントなどでの
展示空間としての利用

外部のﾋﾞｵﾄｰﾌﾟと
連携した
環境学習の利用

木造ﾗｰﾒﾝSE構法に
より耐震壁が不要

（※）
耐震壁

壁がなく自由度が高い空間

「まちのアトリエ」
ライブラリーエリア

多目的エリア
ライブラリーエリア

多目的エリア

展示・書架・ワゴンとして
多目的に利用できる什器

既存公民館の和室機能を
持たせた畳エリア

換気と採光を兼ねた
ハイサイドライト

図書機能と公民館機能をもった『みち』

階段上に囲われた
読み聞かせエリア

DENを兼ねた
特徴ある書架

地域や学校の様々な
展示や発信の場
として活用

国際的イベント利用材
のレガシー継承

天理市産材を利用した
階段下のDENスペース

地域と学校
それぞれ展示・
発信ができる
まちのギャラリー

大階段と吹抜で
２階とつながる

縁側のような
半屋外空間を
つくる大きな軒

外部と一体に利用できる
土間エリア

地域住民が気軽に利用できる
土間エリアの空間

柱梁は木の現しとし
温かみある木質空間を演出

柱梁は木を表出し
温かみある木質空間を演出

（※）木造の柱梁を剛接合したラーメンフレーム
  ���により構造を成立させる構法

山の辺小
まちの
アトリエ
波及し
市内全体
を活性化

波及し
市内全体
を活性化

かまど
スツール

マン
ホール
トイレ

まちのアトリエと
体育館と連携し
防災拠点機能集約

連携
体育館
→広域避難所
体育館
→広域避難所

まちの
アトリエ

→運営拠点

まちの
アトリエ

→運営拠点

２階

１階

２階

１階

■防災拠点の
 計画イメージ

■セキュリティ計画イメージ

■教室部耐震壁配置図

■集中力の低下 ■眠気とだるさ ■インフルエンザによる学級閉鎖数

■木と軽量鉄骨造の比較

■構造架構ダイアグラム図

■「まちのアトリエ」
  2階イメージ

■「まちのアトリエ」
  1階イメージ

基本利用 拡張利用

基本利用 拡張利用

■まちのギャラリー計画イメージ

■三部制の利用イメージ ■普通教室断面イメージ ■「まちのアトリエ」断面イメージ

■省エネルギー削減率の計画表

■「まちのアトリエ」
    ダイアグラム

■「まちのアトリエ」の波及

■ ■

■ ■

■

■

■

■

-200 300 800 1300 1800 2300 2800 3300 3800
省エネルギー削減率
（MJ/㎡・年）

空調 換気 照明
給湯 昇降機 創エネ

50％削減計画

一般

構造種別 効 果 プラン自由度 コスト 環 境
◎ 〇 〇 ◎
△ 〇 △ △

木 造
軽量鉄骨造

【様式６－２③】



学習環境と地域に配慮した施工計画とします異なる専門性が結集したチーム体制とします

最適な工程計画で“楽”校をつくります

設計・施工については マネジメントシステムにより、
天理市のご要望に即した付加価値の高い建物とサービスを提
供します。

最高水準の工事監理を確実に実現します

多様な関係者が関わる本計画では、
と し、明確なマイル

ストーンに基づき、 します。

と作業所内での
で、高品質な建物を完成させます。

設計事務所内の技術部門が技術的課題を早期に抽出、解決し、
進捗に応じて設計部門も含めた技術スタッフが問題解決に対
応します。

技術部門のバックアップで確実な品質管理

ISO9001 による品質の確保

円滑できめ細やかな監理業務を実施

工事着工前に を作成し、監理体制や基本方針
を関係者（市・施工者）に周知します。
書面主義での記録を原則とし、 で課題を共
有し、円滑に工事を進められるよう監理業務を行います。

評価の視点：C−２①

透明性と信頼性の高い工事監理を実現
評価の視点：C−２②

評価の視点：C−２③

評価の視点：C−１④、C−２③

評価の視点：C−１①
工事動線確保と施設利用者の安全確保の共存

メンテナンス性に配慮した“楽”校
維持管理計画書によりメンテナンス時期を明確化します。

は、耐震壁が少ない構法で、可変性が
高く、在来軸組構法と比べ、間仕切り壁の変更、設備など
の に行えます。

な建物とします。
設備機器の集約配置、水廻りや�PS/EPS�を上下階同一配置、
隠蔽部が少ない設計でメンテナンス性が高い建物とします。
木表しの部分には、

を使用し、高い対候性・撥水性・潤滑性・防汚性
があり と を実現します。

など、
様々な学習・体験を通して、木の魅力や持続可能な森林資
源の循環を体感する場を設けます。
Circular�Education と位置づけ、
子どもと地域が共に育つ楽校づくりを実現します。

Circular Education の体験から共育を創出
評価の視点：A−１④

評価の視点：A−１③

評価の視点：C−１②

グラウンドの北側と建設計画地の境に、高さ 3.0m の
を設置し、さらにその上部に高さ 1.2m の を

張り上げることで、 します。

学習環境に対する工事騒音低減

評価の視点：C−１③

8〜17 時の作業時間は、学校南東の通用口に
し、 します。また大型工
事車両の出入りは登校時間を避け9時から行い、

させます。
着工前の工事説明で、工事車両の運行計画の詳細を示します。
“楽” 校建設新聞にも工事情報を記載し、注意喚起をします。

登校時間帯と近隣住民への配慮

BIM（3Dモデル）による検証
評価の視点：A−２③

■４社の強みでつくるプロジェクトチーム

■各企業の概要と主な実績

統括責任者（代表企業A）

プロジェクトチーム

工事担当

構成員C

監理技術者

品質管理 BIMサポート工事サポート

主任技術者 管理技術者

構成員B代表企業A

主任技術者

建築設計
監理担当

構造設計
 ���〃

設備設計
 ���〃

設計事務所D

外部サポートチーム

サポートチーム

インテリア
��デザイン

ＷＳサポート
( ワークショップ )

��ＳＥ構法
登録施工店 市内集成材工場 ���天理市産材

調達加工業者

バックアップ

〔教育施設のエキスパート〕〔木造のフロントランナー〕 〔県内企業〕〔全国規模の組織設計事務所〕

地域住民教職員・児童・保護者

綿密な対話、
情報伝達・報告の徹底
情報共有ツールの活用
情報の一元化

説明

意見・要望
天理市

工事担当

企業 企業概要
代表企業

A
構成員

B
構成員

C
設計事務所

D

グループ企業

説明

意見・要望

情報共有ツールの活用

Circular Education を通じて“楽”校をみん
なでつくります
評価の視点：A−１①

A−１：事業実施方針

Circular Education で育む“楽”校づくり
「こどもまんなか」の視点に、

Circular�Education の考えを
取入れ、事業全体を通して子ども達の “しなやかさ” を育み

を提案します。
Circular�Education として林業・木材調達・設計・建
設を教材に、 を実施し、
子ども・教職員・地域の方が楽校づくりに関われる場を設
けます。樹木・人・まちが繋がり循環していく姿を体現し
ながら を提供します。

豊富な実績と地域事情に精通したチームを編成
評価の視点：A−２①

一元化した統括窓口による業務連携基盤の構築
評価の視点：A−２②

評価の視点：A−１②

設計・建設段階に合わせて四半期ごとに
を提供します。新聞には、「毎日が “楽” 校」の方針に基づき、
教室配置の考え方、木材の活用方法、工事の進捗状況、安
全への配慮、“楽” 校建設スケジュールなどを写真や図を用
いて分かりやすく紹介します。

します。

学校づくりへの関心を育む取組みを実施

事業特有のリスク抽出・分析を行います

役割分担を明確化し確実なリスク管理
評価の視点：A−４①

天理市産材と市内製造メーカーを活用します

木造躯体（柱・梁）に で製造した
します。

内装の造作材には希少な します。
し、積極的に連携

を図ります。
天理市内業者との連携に加え、構造材と天理市産材の活用
をすることで が、

を目指します。
地産地消が実現する地域施設を計画し、

します。

市内業者と連携し地域循環型社会に貢献
評価の視点：A−５①②③

グループ内の購買ネットワークを駆使し、
を行います。また、各棟を同時に施

工することで、
とします。建設スケジュールに合わせ、“共育” プ

ログラムの内容および実施時期を具体的に計画しています。

綿密な工程計画による工期短縮
評価の視点：A−３①

頻繁に大型車両が出入りし大きな騒音や振動の発生が懸念
される RC 部の 、児童
の とします。

学習環境に配慮した工程計画
評価の視点：A−３②

複数社で取り組む事業では、作業の漏れや重複が発生する
リスクがあり、また迅速な意思決定と的確な対応が求めら
れます。当グループは、参加表明書提出までに綿密な協議
を行い、グループ内で

しています。これにより、グループの業務効率と品
質を高い水準で確保する体制を整えています。

グラウンド東側に を設け、グラウンドとの境に高
さ1.8m の を設置し、

します。
が寄り付くために、仮設校舎の

を設けダイアル錠で施錠し教職員に番号を通知するこ
とで、学校運営に配慮した施工計画とします。

教育施設、木造施設実績を多数保有する企業と県内企業で
プロジェクトチームを組成し、本事業を確実に実施します。

迅速な緊急対応
グループ内の構成員 C（県内企業）により、トラブル発生
時には、 を確保しています。
これにより天理市や関係者にいち早く安心をお届けします。

設計段階では に使用し、
します。建設段階では業者間で に使用し、

と を目指します。

統括責任者を窓口として 、更にタイム
リーに共有できる します。これによ
り を行います。

具体的リスクの未然防止策と顕在化時対応策の明確化
評価の視点：A−４②

評価の視点：A−４②

役割分担を基に担当領域で想定されるリスクを過去の実績
や類似事例を参考に抽出し、具体的なケースを想定した

しています。
グループ内で周知徹底し、責任をもって対応し被害の軽減
に努めます。

顕在化リスクへの対応策リスク未然防止策段階 想定リスク リスク管理者

共
通

施
設
整
備

■リスク分担表

■

■

■ ■

■

■

■

項目

“共育”
プログラム

普通教室
西棟

普通教室
東棟

まちの
アトリエ

RC部

■工事工程表

■“共育” プログラムの例

2026年(令和8年)

3月 8月7月6月4月 5月 11月10月9月 12月

2027年(令和9年)

3月 8月7月6月4月 5月 11月10月9月 12月2月1月

2028年(令和10年)

3月 7月6月4月 5月2月1月

基礎工事

外構工事

仮設足場設置 諸検査・手直し 什器搬入据付

内外装工事

内外装工事

内外装工事

木軸建方

木軸建方

木軸建方

基礎工事

基礎工事

杭・基礎工事
準備工事

RC 躯体工事
内外装工事

確認申請等実施設計基本設計

① ③ ④②◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
◇ ◇ ◇◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

各棟を並行して進める
ことで工期短縮

◇�
① ②
③ ④
◎

【様式６－１】

①

◀緊急・配膳車両寄り付きスペース
工事用ゲート

■工事計画イメージ


